
 

日本文学入門      山部 和喜 

 

 

授業概要  

本科目は、全学共通科目として、全学部学科の 1・2 年次生に配当された科目である。したがって、全学の学

生に向けた、日本文学の入門編としての意味を持つ内容とする。 

そこで、よく知られている芥川龍之介の『羅生門』から話を始めて、日本文学の古典分野について講義する

こととする。芥川龍之介が、材を得て創作した作品の内容を見ていきながら、芥川が例として挙げた、日本古

典文学の代表的作品をいくつか見ていくことにより、日本文学の古典に関する入門編を目指すこととする。 

 

授業計画  

 
第 1 回 導入、芥川龍之介と『羅生門』 

第 2 回 『羅生門』の基となった話 

第 3 回 『今昔物語鑑賞』「野性の美」 

第 4 回 『今昔物語集』の説話（１） 

第 5 回 『今昔物語集』の説話（２） 

第 6 回 『今昔物語集』の説話（３） 

第 7 回 「優雅な苦しみ」 『源氏物語』（１） 

第 8 回 「優雅な苦しみ」 『源氏物語』（２） 

第 9 回 「優雅な苦しみ」 『源氏物語』（３） 

第 10 回 「優雅な苦しみ」 『源氏物語』（４） 

第 11 回 これまでのまとめ 

第 12 回 「簡古な苦しみ」 『大鏡』（１） 

第 13 回 「簡古な苦しみ」 『大鏡』（２） 

第 14 回 「簡古な苦しみ」 『大鏡』（３） 

第 15 回 全体のまとめ 

第 16 回 定期試験 
 

到達目標  

日本文学（古典）の入門篇として、いくつかの作品の方向性の違いが理解してもらえることを目指す。古典文

学とは優雅で優美な貴族の世界を描くものという一般的イメージとは、全く違う方向性の古典文学作品もあっ

たということを理解してもらいたい。 

履修上の注意  

全学共通科目として、全学部の学生に向けた科目であることに留意して、わかりやすい講義をするつもりであ

る。ただし、授業中に他の受講生への迷惑になるような学生には出て行ってもらうので、真面目な受講をお願

いしたい。 

予習・復習  

授業の前に目を通しておいてもらいたい資料は事前に配付するので、その際には是非とも一読して授業に臨ん

でもらいたい。復習としては、特に必要ないと思われるが、わからなかった場合には積極的に質問をお願いす

る。 

評価方法  

ほぼ、定期試験 80％、受講態度 20％という割合で総合的に評価する。 

テキスト  

特に指定しない。適宜授業中に資料を配付する。 

 

 

 

 



日本文学入門 森田 直美 

 

 

授業概要  

『百人一首』を講読します。 

現代でも、かるたなどで親しまれている『百人一首』は、奈良時代から鎌倉時代初期までの百人の歌人の和

歌を一首ずつ選び集めた歌集で、藤原定家の撰と伝えられています。この授業では、毎回テーマを定め、修辞

や表現法に関する基礎知識を学びつつ、和歌を鑑賞していきます。 

和歌は言葉による日本の遺産であり、世界的に見ても非常に独自性の強い文芸です。『百人一首』を通して、

古代の日本語表現の多彩さや、現代の私たちにも通じる美意識、価値観を学ぶ機会としてください。 

授業計画  

 
第 1 回 和歌文学の基礎知識 

第 2 回 奈良時代から鎌倉時代初期までの和歌史概観 

第 3 回 天皇の和歌（天智天皇、持統天皇） 

第 4 回 時間の比喩（柿本人麻呂、伊勢） 

第 5 回 旅路の歌（安部仲麻呂、蝉丸、小野篁） 

第 6 回 「見立て」の歌（文屋朝康、凡河内躬恒） 

第 7 回 平安朝歌合の名勝負（平兼盛、壬生忠見） 

第 8 回 和歌が作り出す女性のイメージ（小野小町、和泉式部） 

第 9 回 「正述心緒」の歌（藤原義孝、藤原道雅、儀同三司母） 

第 10 回 「寄物陳思」の歌 （陽成院、源重之、崇徳院） 

第 11 回 僧侶たちの自然観 （喜撰法師、大僧正行尊、西行法師） 

第 12 回 宮廷女房たちの生活と和歌（清少納言、紫式部、伊勢大輔） 

第 13 回 情念の恋歌（藤原定家、式子内親王） 

第 14 回 良暹法師の和歌と中世的美意識 

第 15 回 在原業平について 

第 16 回 期末テスト 
 

到達目標  

①和歌文学の基礎知識（修辞や基礎的文法）を理解する。 

②日本古典文学史における『百人一首』の位置づけや、一つひとつの和歌の内容、および表現の特徴について

、自分の言葉で説明できる。 

③上記①②を通して、中等教育学校における国語科授業に資する知見を身につける。 

履修上の注意  

遅刻・居眠り・途中退出・私語・携帯電話やスマートフォンの使用は慎むこと（迷惑行為が認められた場合は

退室していただきます）。 

授業は講義形式ですが、適宜受講生に意見を求めます。主体的な学習意欲をもって履修してください。 

予習・復習  

予習：次回扱う和歌について、テキストを読んで下調べし、分からない語句を調べておく。 

復習：ノートやプリントを整理し直し、分からない箇所は教員に質問するなどして明らかにしておく。 

評価方法  

授業への参加態度 30％、毎回提出するワークシート 30％、期末テスト 40％を目安として総合的に評価しま

す。 

テキスト  

・教科書名：『百人一首（全）』（ビギナーズ・クラシックス日本の古典） 

・著 者 名：谷知子 

・出版社名：角川ソフィア文庫 

・出 版 年（ISBN）：2012 年（978－4－04－407218－6）  
 


